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　（英国外務省機密外交文書資料）
　	
　１９８巻
藤　野　雅　士
　１９世紀半ば、イギリスは「覇権」の絶頂期（パックス・ブリタニ
カ）にあった。当時、世界商船の３分の１がイギリス船籍で、イギリ
スの工業生産は世界の１９．９％を占めていた。「世界の工場」と呼ばれ
た所以である。国際システム（政治力・経済力・軍事力）のオピニオ
ン・リーダーとして君臨していた英国は、その中枢機関であった外務
省を通じて各情報網を駆使し、戦略を打ち立てていた。そのことを実
証する本資料は、英国の著名な学者によって編纂され、全体で４００巻
を越える。英国外交政策の貴重な資料であるとともに、情報収集の対
象となった各国の地域や国際関係研究の幅広い資料となっている。
今回の購入資料は以下のような１９８冊の構成となっている。
シリーズＦ　ヨーロッパ関係（１８４８－１９１４：３５巻、１９１９－１９３７：６７巻）
シリーズＧ　アフリカ関係（１９世紀半ば～第１次世界大戦：２５巻、第１次世界大戦～第２次世界大戦：３０巻）
シリーズＨ　第１次世界大戦（１９１４－１９１８：１２巻）
シリーズＩ　１９１９年パリ講和会議（１５巻）
シリーズＪ　国際連盟（１０巻）
シリーズＫ　経済問題、文化的プロパガンダと英国外務省の改革（４巻）
　これらシリーズＦ～Ｋは、上記のとおり１８５０年以降の経済状況、第１次世界大戦、またその処理を行ったパ
リ講和会議、ヴェルサイユ条約、国際連盟の設立に至るまで英国をはじめ五大国が大きな役割を担った当時の
資料を包含している。
　また、関西大学図書館はこれまでシリーズＡ～Ｅ（ロシア・ソ連、中東、北アメリカ、ラテンアメリカ、ア
ジア）の機密外交文書に関わる資料をすでに収蔵しており、今回の購入資料と併せ持つことにより１９世紀半ば
から２０世紀前半における英国外交政策の一大コレクションを形成することになるだろう。
（ふじの　まさし　運営課）
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	　マイクロ・フィルム版
山　本　亜希子
　現在、世界は実にさまざまな問題を抱えている。民族対立、地域紛争、核兵器、武器輸出、貧困、飢餓、難
民、人口問題、都市問題、資源・エネルギー、環境問題など、数えきれないほどの難問が存在する。これらの
多くは、先進工業国と発展途上国との間での経済格差や関係のあり方と不可分のものである。
　１８世紀中頃から始まった産業革命により、イギリスは、世界商業の支配権を握り、１９世紀に世界で最も栄え
た国家となった。このようなイギリスを始めとして、欧米諸国における産業革命の進展は、世界的規模で原料
の供給地と製品の市場の開拓を推し進めた。また、交通・運輸機関の発達は世界各地の距離を短縮し、原料や
商品の流通を速めた。こうして、世界は一体化していく傾向を強めたが、同時に世界は、工業化を実現し工業
●虫 ●ぼ ●し●抄
図書館フォーラム第５号（２０００）
２２
製品を供給する北の国と、封建的な生産関係のままで、茶、生糸、綿花や石
炭、鉄鉱石などの原料を供給するアジア・アフリカなど南の国に２分される
ことになった。工業国は、やがて工業製品だけでなく資本も輸出するように
なると、その安全を求めるため、武力を背景として、アジア・アフリカ諸国
に対する支配を強化していった。このため、それまで独立国であった国々も、
主権を失って植民地となったり、経済的従属を余儀なくされることになった。
産業革命は、世界的に見ると、工業国が発展途上国を経済的に支配する世界
資本主義体制が成立する契機となり、それによって、今日の南北問題が出現
する一因となった。
　アフリカを「世界の中のアフリカ」として捉えた場合、上記のように、稀
少な鉱物資源や農産物の宝庫として、東西世界の思想闘争の舞台となってい
るばかりでなく、南北問題を考える上で、貧困と低開発、そして政治的混乱
との悪循環が進行する地域として語られることが多い。また、従来、ややも
すれば西洋はアフリカに文明をもたらし、その逆はないように考えられてきた。だが、アフリカ諸国の独立以
後、自らの過去に対する認識が高まり、数多くのアフリカ人史家が現れ、自分達の歴史に対する自信を取り戻
そうとして多くの成果が生まれた。そうして、近年、アフリカ史や現代アフリカ問題への関心が日本において
も高まってきている。今後は、「世界の中のアフリカ」を見るだけでなく、「アフリカの中に世界」を見るとい
う視角が求められているといわれている。
　ところで、イギリス領アフリカ植民地諸国における経済的・社会的発展、または植民地政策の研究にとって、
最も重要な基本的資料は、各地域の植民地政府の報告書である。英国アフリカ学会および王立アフリカ協会は、
英領アフリカにおける植民地政府の文書集成を刊行してきた。本英領ナイジェリア植民地政府文書、および各
省報告書は、とりわけ重要な位置を占めている。政府文書には、年次報告書、ブルーブック、官報、貿易報告
ならびに当該地域に関するイギリス本国議会報告書（コマンド・ペーパー）が収録されており、また、植民地
政府各省年次報告には、行財政、司法・警察、公共事業、産業など植民地経営に関わる各種報告書が収録され
ている。また、落花生、パーム、ココアなどの輸出農産物の集荷・輸出を管理したマーケティング・ボードの
年次報告書もここに収められている。本報告書を総合的に研究することによって、次のような課題解明への道
が拓かれる。
　イギリスにおける政治、経済、社会の歴史的研究だけでなく、イギリス帝国と植民地の結合構造、ひいて
はヨーロッパにおける政治経済関係の実証的研究（イギリス史、コモンウェルス史、ヨーロッパ社会経済史）
　英領西アフリカを中心にしたアフリカ大陸内部の諸地域間の政治・経済関係のみならず、対外的諸関係
（南北アメリカをはじめとする非アフリカ）の解明（国際関係の歴史、現状および構造）
　アフリカ大陸諸地域を含む発展途上地域の開発政策に関する総合的研究
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